Book reviews by 浦西, 直也 et al.
新
刊
紹
介
吉
村
武
彦
著
『
大
化
改
新
を
考
え
る
』
浦
西
直
也
本
書
は
、『
日
本
書
紀
』
の
記
述
を
中
心
に
大
化
改
新
の
実
像
に
迫
っ
た
一
冊
で
あ
る
。
以
下
に
各
章
と
そ
の
概
要
を
述
べ
る
。
「
プ
ロ
ロ
ー
グ
神
々
の
大
化
改
新
」
で
は
、『
日
本
書
紀
』
に
記
さ
れ
た
「
雨
乞
い
」
の
記
事
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
「
雨
乞
い
」
が
皇
極
天
皇
の
祭
祀
に
よ
っ
て
成
功
し
た
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
著
者
は
そ
こ
に
大
化
改
新
で
目
指
さ
れ
た
天
皇
権
威
の
確
立
が
示
さ
れ
て
い
る
と
主
張
し
て
い
る
。
第
一
章
「『
日
本
書
紀
』
が
描
く
「
大
化
改
新
」
と
は
」
で
は
、『
日
本
書
紀
』
の
記
述
を
も
と
に
、
大
化
改
新
の
実
像
が
明
ら
か
に
さ
れ
る
。
著
者
は
、
ま
ず
第
一
節
「
東
ア
ジ
ア
の
政
変
隋
・
唐
の
建
国
と
乙
巳
の
変
」
で
、
当
時
の
東
ア
ジ
ア
情
勢
と
倭
国
に
つ
い
て
取
り
上
げ
て
い
る
。
特
に
、
隋
・
唐
に
よ
る
中
国
統
一
や
、
百
済
・
高
句
麗
で
の
政
変
が
倭
国
に
政
治
的
・
軍
事
的
緊
張
を
も
た
ら
し
、
そ
の
結
果
天
皇
に
権
力
を
集
中
さ
せ
る
目
的
で
「
乙
巳
の
変
」
が
行
わ
れ
た
と
す
る
。
第
二
節
「
孝
徳
天
皇
の
即
位
と
「
改
革
の
使
者
」」
で
は
、
孝
徳
期
に
新
た
な
官
司
制
が
展
開
さ
れ
る
様
子
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
著
者
は
、
東
国
に
使
者
を
派
遣
し
た
「
東
国
国
司
の
詔
」
を
取
り
上
げ
、
「
東
国
」
と
「
諸
国
」
に
派
遣
さ
れ
た
使
者
が
給
田
の
権
限
を
持
っ
て
い
た
可
能
性
を
指
摘
し
、
朝
廷
に
よ
る
地
域
支
配
の
枠
組
み
作
り
が
進
め
ら
れ
た
こ
と
を
説
明
す
る
。
第
三
節
「「
改
新
詔
」
を
復
元
す
る
」
で
は
、『
日
本
書
紀
』
に
記
さ
れ
た
「
改
新
詔
」
を
検
討
す
る
。
著
者
は
そ
こ
に
記
さ
れ
た
内
容
に
潤
色
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
、
そ
の
目
的
に
つ
い
て
、
大
宝
令
で
の
規
定
に
合
わ
せ
る
こ
と
で
、
唐
と
並
ぶ
法
治
国
家
の
体
裁
を
と
る
た
め
、
当
時
の
朝
廷
が
「
改
新
詔
」
を
そ
の
根
拠
と
位
置
づ
け
よ
う
と
し
た
と
考
え
る
。
第
四
節
「「
公
民
」
の
創
出
」
で
は
、「
改
新
詔
」
で
部
民
制
か
ら
公
民
へ
の
転
換
が
行
わ
れ
て
い
っ
た
過
程
が
検
討
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
が
畿
内
だ
け
で
は
な
く
地
方
に
ま
で
及
ん
で
い
た
こ
と
を
踏
ま
え
、
戸
制
が
地
域
に
与
え
た
影
響
を
考
察
す
る
。
次
に
第
二
章
「「
諸
国
」
を
統
べ
る
新
政
権
京
・
畿
内
と
「
評
制
」」
で
、
著
者
は
大
化
改
新
が
地
域
社
会
に
与
え
た
影
響
に
つ
い
て
言
及
す
る
。
第
一
節
「
難
波
遷
都
と
京
・
畿
内
・
国
」
で
は
、
改
新
政
権
が
遷
都
し
た
難
波
宮
の
構
造
や
、
畿
内
の
設
定
、「
国
」
と
い
う
行
政
単
位
の
設
置
に
つ
い
て
検
討
さ
れ
る
。
第
二
節
「
新
た
な
地
域
支
配
国
造
支
配
か
ら
立
評
へ
」
で
は
、
国
造
制
の
基
本
事
項
を
押
さ
え
つ
つ
、
新
た
な
行
政
単
位
で
あ
る
評
の
設
置
が
説
明
さ
れ
る
。
そ
の
な
か
で
著
者
は
、
地
域
が
朝
廷
の
間
接
支
配
か
ら
直
接
支
配
へ
移
る
こ
と
を
指
摘
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
新
た
な
開
発
も
目
指
さ
れ
た
こ
と
を
述
べ
る
。
第
三
節
「
地
域
の
拠
点
と
開
発
」
で
は
、
考
古
学
の
成
果
と
一
四
五
吉
村
武
彦
著
『
大
化
改
新
を
考
え
る
』
『
常
陸
国
風
土
記
』
の
記
述
か
ら
、
地
域
の
開
発
と
在
地
の
神
へ
の
信
仰
と
が
密
接
に
関
わ
っ
て
い
る
も
の
の
、
朝
廷
の
官
人
と
在
地
首
長
で
は
神
に
対
す
る
認
識
が
異
な
っ
て
い
た
点
が
指
摘
さ
れ
る
。
第
四
節
「
都
と
地
方
を
結
ぶ
交
通
」
で
は
、「
改
新
詔
」
に
記
さ
れ
た
「
駅
馬
・
伝
馬
」
の
記
述
と
考
古
学
の
知
見
を
も
と
に
、
大
化
改
新
以
前
と
以
後
の
交
通
の
変
化
に
つ
い
て
言
及
さ
れ
る
。
第
五
節
「「
任
那
の
調
」
廃
止
と
蝦
夷
対
策
」
で
は
、
孝
徳
期
に
任
那
地
域
を
支
配
し
て
い
た
新
羅
に
対
し
て
、
モ
ノ
を
納
め
さ
せ
る
形
か
ら
人
質
を
取
る
形
へ
と
、
支
配
の
手
法
が
大
き
く
変
化
し
た
こ
と
に
触
れ
る
。
ま
た
大
化
改
新
以
降
、
蝦
夷
対
策
が
活
発
に
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
著
者
は
大
化
改
新
が
対
外
政
策
に
も
大
き
な
影
響
を
与
え
た
と
考
察
し
て
い
る
。第
三
章
「
社
会
習
俗
の
「
文
明
開
化
」」
で
は
、
人
々
の
習
俗
に
大
化
改
新
が
与
え
た
影
響
に
つ
い
て
検
討
さ
れ
る
。
第
一
節
「「
愚
俗
の
改
廃
」
と
婚
姻
習
俗
」
で
は
、
当
時
の
婚
姻
に
「
要
」
と
い
う
契
り
と
財
物
を
贈
る
と
い
う
習
慣
が
、
ま
た
離
婚
の
際
に
は
財
物
の
要
求
が
あ
っ
た
が
、
改
新
後
に
は
そ
れ
が
廃
止
さ
れ
た
点
を
指
摘
す
る
。
第
二
節
「
祓
除
の
禁
止
と
薄
葬
令
」
で
は
、
古
代
社
会
に
お
い
て
祓
除
の
強
要
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
紹
介
し
、
民
衆
を
従
属
さ
せ
る
た
め
に
こ
う
し
た
強
要
が
除
か
れ
て
い
っ
た
と
す
る
。
ま
た
第
一
節
で
の
検
討
も
踏
ま
え
、『
日
本
書
紀
』
の
大
化
二
年
三
月
甲
申
の
詔
に
は
当
時
の
人
々
の
生
活
が
反
映
さ
れ
て
い
る
点
も
指
摘
す
る
。
第
三
節
「
宮
廷
儀
礼
と
歌
木
簡
」
で
は
、
難
波
宮
遷
都
後
に
お
け
る
政
務
や
中
国
的
儀
礼
の
導
入
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
第
四
節
「
仏
教
興
隆
の
一
画
期
と
し
て
の
大
化
改
新
」
で
は
、
孝
徳
期
に
お
け
る
仏
教
政
策
に
言
及
し
た
う
え
で
、
十
師
の
設
置
や
寺
院
の
僧
尼
・
奴
婢
・
田
畝
の
調
査
な
ど
、
天
皇
主
導
で
の
仏
教
振
興
策
が
行
わ
れ
、
そ
れ
ら
が
律
令
制
に
影
響
を
与
え
た
点
を
論
じ
て
い
る
。
最
後
に
「
エ
ピ
ロ
ー
グ
大
化
改
新
後
と
民
衆
」
で
は
、
大
化
改
新
か
ら
律
令
制
成
立
ま
で
の
政
治
状
況
を
述
べ
つ
つ
、
当
時
、
大
化
改
新
が
ど
の
よ
う
に
評
価
さ
れ
た
か
が
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
特
に
著
者
は
、『
日
本
書
紀
』
の
編
纂
者
が
大
宝
令
の
作
成
を
大
化
改
新
の
時
期
に
す
る
こ
と
で
、
律
令
国
家
と
し
て
の
早
期
成
立
を
対
外
的
に
表
明
し
よ
う
と
し
た
の
で
は
な
い
か
と
し
、
そ
の
一
方
で
、
民
衆
に
は
新
た
な
租
税
負
担
の
意
識
が
持
ち
込
ま
れ
、
朝
廷
に
よ
る
制
度
支
配
に
彼
ら
は
組
み
込
ま
れ
て
い
っ
た
と
す
る
。
本
書
の
特
徴
は
、「
大
化
改
新
」
を
政
治
的
側
面
か
ら
だ
け
で
は
な
く
、
文
化
や
習
俗
と
い
っ
た
側
面
か
ら
も
検
討
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
大
化
改
新
前
後
は
史
料
が
乏
し
く
、
そ
れ
ら
を
復
元
す
る
こ
と
は
困
難
と
さ
れ
る
な
か
、
筆
者
は
『
風
土
記
』
や
『
万
葉
集
』、
木
簡
な
ど
を
用
い
て
そ
の
復
元
に
挑
ん
で
い
る
。
特
に
大
化
改
新
前
後
の
習
俗
に
つ
い
て
は
政
治
史
に
比
べ
て
ま
だ
研
究
が
少
な
い
た
め
、
本
書
を
き
っ
か
け
と
し
て
さ
ら
な
る
研
究
の
発
展
が
見
込
ま
れ
一
四
六
る
だ
ろ
う
。
ま
た
本
書
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
大
化
改
新
の
研
究
も
ま
と
め
ら
れ
て
お
り
、
大
化
改
新
に
つ
い
て
知
る
入
門
書
と
し
て
最
適
で
あ
ろ
う
。
（
岩
波
書
店
二
〇
一
八
年
一
〇
月
新
書
判
二
四
〇
頁
本
体
価
格
八
四
〇
円
）
桑
原
桃
音
著
『
大
正
期
の
結
婚
相
談
｜
家
と
恋
愛
に
ゆ
ら
ぐ
人
び
と
｜
』
坊
直
樹
本
書
は
『
讀
賣
新
聞
』
の
「
身
の
上
相
談
」
欄
か
ら
日
本
近
代
の
結
婚
観
に
つ
い
て
検
討
し
た
一
冊
で
あ
る
。
以
下
に
各
章
と
そ
の
概
要
を
挙
げ
る
。
ま
ず
序
論
「
社
会
の
変
動
に
ゆ
ら
ぐ
結
婚
観
」
で
、
筆
者
は
本
書
の
テ
ー
マ
で
あ
る
現
代
の
日
本
社
会
に
お
け
る
恋
愛
結
婚
の
起
源
に
つ
い
て
考
察
す
る
た
め
に
、
大
正
期
の
配
偶
者
選
択
と
そ
の
条
件
、
お
よ
び
当
時
の
社
会
関
係
や
価
値
観
の
検
討
を
提
起
し
て
い
る
。
ま
た
、
大
正
期
を
選
択
す
る
理
由
に
つ
い
て
は
、
①
就
学
率
の
上
昇
、
②
活
字
メ
デ
ィ
ア
の
発
達
、
③
通
婚
圏
の
拡
大
の
三
点
を
指
摘
し
、
同
時
期
の
重
要
性
を
強
調
し
て
い
る
。
第
一
章
「
伝
統
性
╱
近
代
性
と
い
う
ゆ
ら
ぎ
を
超
え
て
」
で
は
、
筆
者
は
大
正
期
の
配
偶
者
選
択
に
関
す
る
こ
れ
ま
で
の
研
究
を
整
理
、
検
討
し
、
研
究
史
上
の
課
題
を
述
べ
て
い
る
。
既
存
研
究
で
は
、
時
期
と
階
層
に
よ
っ
て
複
数
の
家
族
形
態
と
そ
れ
を
支
え
る
心
性
、
配
偶
者
選
択
の
パ
タ
ー
ン
が
あ
っ
た
こ
と
や
、
そ
れ
ら
が
複
雑
な
歴
史
的
過
程
を
経
て
構
築
さ
れ
て
き
た
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
き
た
。
こ
れ
に
対
し
、
筆
者
は
残
さ
れ
た
課
題
と
し
て
、
①
結
婚
観
を
示
す
言
説
空
間
が
確
立
す
る
過
程
、
②
社
会
関
係
に
配
慮
し
た
配
偶
者
選
択
の
あ
り
方
、
③
配
偶
者
に
求
め
ら
れ
た
条
件
と
、
そ
の
条
件
を
形
成
す
る
価
値
観
の
三
点
を
挙
げ
る
。
次
に
第
二
章
「『
讀
賣
新
聞
』「
身
の
上
相
談
」
の
登
場
｜
結
婚
問
題
を
共
有
す
る
場
の
成
立
」
で
は
、「
身
の
上
相
談
」
の
成
立
過
程
と
特
徴
が
説
明
さ
れ
る
。
日
清
・
日
露
戦
争
を
経
て
、
戦
地
に
赴
い
た
親
族
の
安
否
確
認
の
た
め
に
戦
況
速
報
を
知
り
た
い
読
者
の
需
要
に
よ
っ
て
、
新
聞
社
の
報
道
競
争
が
激
化
し
た
。
そ
の
中
で
政
治
色
の
強
い
新
聞
か
ら
商
業
新
聞
へ
と
方
針
転
換
す
る
新
聞
社
が
登
場
し
、
商
業
化
の
一
環
と
し
て
読
者
本
位
の
紙
面
作
り
が
行
わ
れ
、
「
身
の
上
相
談
」
が
登
場
し
た
。
本
書
で
筆
者
は
、「
身
の
上
相
談
」
を
人
々
の
「
行
為
」
の
望
ま
し
さ
が
評
価
さ
れ
る
言
説
空
間
で
あ
り
、
投
稿
記
事
と
回
答
記
事
は
一
体
と
な
っ
て
「
配
偶
者
選
択
の
望
ま
し
い
あ
り
方
」
を
構
築
す
る
も
の
で
あ
る
と
み
な
し
て
い
る
。
た
と
え
掲
載
さ
れ
た
記
事
に
担
当
記
者
や
編
集
者
に
よ
り
偏
向
が
か
け
ら
れ
て
い
た
と
し
て
も
、
や
り
と
り
の
中
で
構
築
さ
れ
た
配
偶
者
選
択
の
あ
り
方
こ
そ
が
「
現
実
」
と
し
て
機
能
し
た
も
の
と
、
筆
者
は
捉
え
て
い
る
。
こ
れ
を
踏
ま
え
て
第
三
章
「
結
婚
相
手
を
誰
一
四
七
桑
原
桃
音
著
『
大
正
期
の
結
婚
相
談
』
が
ど
う
選
ぶ
の
か
」
で
は
、「
身
の
上
相
談
」
に
お
い
て
、
結
婚
相
手
を
誰
が
ど
の
よ
う
に
選
ぶ
の
が
理
想
と
さ
れ
て
い
た
の
か
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
本
書
で
は
分
析
の
結
果
と
し
て
、
第
一
に
親
と
相
互
に
配
慮
し
あ
う
よ
う
な
配
偶
者
選
択
、
第
二
に
は
上
記
に
加
え
て
、
当
事
者
間
の
恋
愛
が
行
き
過
ぎ
た
快
楽
に
向
か
わ
な
い
よ
う
、
親
の
規
制
の
も
と
で
行
わ
れ
る
配
偶
者
選
択
、
さ
ら
に
、
当
事
者
と
そ
の
親
に
と
っ
て
脅
威
に
な
る
相
手
を
排
除
す
る
方
法
と
し
て
、
「
結
婚
調
査
」
や
「
結
婚
調
査
所
」
が
珍
重
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
る
。
続
く
第
四
章
「
結
婚
相
手
に
求
め
ら
れ
る
条
件
」
で
は
結
婚
相
手
に
求
め
ら
れ
る
条
件
を
、
結
婚
相
手
の
人
格
に
関
わ
る
条
件
、
身
体
に
関
わ
る
条
件
、
純
潔
に
関
わ
る
条
件
の
三
つ
に
分
け
て
検
討
し
て
い
る
。
条
件
の
点
か
ら
み
た
場
合
、
大
正
期
に
お
け
る
理
想
的
な
結
婚
相
手
の
特
徴
は
、
人
柄
や
相
性
が
よ
く
、
中
等
教
育
以
上
の
学
歴
が
あ
り
、
近
親
者
で
は
な
い
こ
と
や
遺
伝
す
る
病
を
持
た
な
い
相
手
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
加
え
て
、
女
性
に
は
「
処
女
・
純
潔
」
で
あ
る
こ
と
、
男
性
に
は
結
婚
後
の
貞
操
を
守
る
こ
と
が
重
視
さ
れ
て
い
た
。
そ
し
て
結
論
「
家
と
恋
愛
の
ゆ
ら
ぎ
、
そ
し
て
現
代
へ
」
で
は
、
各
章
の
検
討
を
通
じ
て
得
ら
れ
た
知
見
が
ま
と
め
ら
れ
、
現
代
と
の
関
連
が
考
察
さ
れ
て
い
る
。
特
に
一
昔
前
に
い
わ
れ
た
「
三
高
」（
高
学
歴
、
高
身
長
、
高
収
入
）
の
男
性
を
理
想
の
結
婚
相
手
と
す
る
言
説
と
比
較
し
、
現
代
と
大
正
期
と
で
は
配
偶
者
の
条
件
に
関
わ
る
価
値
観
が
連
続
し
て
い
な
い
こ
と
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。
本
書
は
活
字
メ
デ
ィ
ア
を
通
し
て
交
わ
さ
れ
る
結
婚
観
を
分
析
す
る
こ
と
で
、
大
正
期
に
お
け
る
自
由
な
配
偶
者
選
択
に
つ
い
て
論
じ
た
一
書
で
あ
る
。
投
稿
記
事
に
は
一
般
の
人
々
の
主
張
や
観
念
が
反
映
さ
れ
る
。
そ
れ
を
分
析
す
る
こ
と
で
当
時
の
人
々
の
結
婚
観
を
捉
え
る
と
い
う
手
法
は
、
公
文
書
や
統
計
、
学
術
雑
誌
と
い
っ
た
資
料
の
分
析
と
は
別
の
視
点
か
ら
時
代
を
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
点
で
重
要
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
ま
た
、
本
書
で
取
り
上
げ
ら
れ
た
事
例
は
興
味
深
い
内
容
で
あ
り
、
投
稿
記
事
が
小
説
の
よ
う
に
読
め
る
点
は
、
初
学
者
や
専
門
外
の
人
間
に
と
っ
て
も
読
み
や
す
い
と
思
わ
れ
る
。
本
書
を
読
む
こ
と
で
、
当
時
の
結
婚
観
や
恋
愛
間
だ
け
で
な
く
、
大
正
期
の
時
代
状
況
を
理
解
す
る
助
け
に
も
な
る
た
め
、
是
非
と
も
ご
一
読
を
薦
め
た
い
。
（
晃
洋
書
房
二
〇
一
七
年
三
月
菊
判
二
二
四
頁
本
体
価
格
三
〇
〇
〇
円
）
中
沢
渉
著
『
日
本
の
公
教
育
｜
学
力
・
コ
ス
ト
・
民
主
主
義
｜
』
安
藤
直
之
本
書
は
、
日
本
の
公
教
育
に
つ
い
て
、
歴
史
的
背
景
や
統
計
な
ど
の
エ
ビ
デ
ン
ス
を
通
じ
て
、
そ
の
経
済
的
意
義
や
社
会
的
役
割
を
問
い
直
し
た
も
の
で
あ
る
。
本
書
で
い
う
、「
公
教
育
」
一
四
八
と
は
、
学
校
教
育
法
で
示
さ
れ
て
い
る
、
所
謂
「
一
条
校
」
に
加
え
、
同
法
に
明
示
は
さ
れ
て
い
な
い
大
学
院
・
専
修
学
校
・
各
種
学
校
・
保
育
所
も
範
囲
と
し
て
含
ん
で
い
る
。
以
下
に
本
書
の
内
容
を
簡
単
に
紹
介
し
た
い
。
ま
ず
序
章
「
教
育
の
公
共
的
意
義
と
は
何
か
」
で
は
、
市
民
性
（
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
）
教
育
や
人
的
資
本
（
ヒ
ュ
ー
マ
ン
・
キ
ャ
ピ
タ
ル
）
の
考
え
方
と
い
っ
た
、
現
代
の
学
校
教
育
が
直
面
し
て
い
る
困
難
の
状
況
を
実
態
と
し
て
把
握
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
働
く
保
護
者
の
ニ
ー
ズ
に
マ
ッ
チ
し
て
い
な
い
、
と
い
っ
た
学
校
制
度
の
仕
組
み
が
抱
え
る
問
題
点
も
浮
き
彫
り
に
し
て
い
る
。
第
一
章
「
社
会
変
動
と
学
校
・
家
族
」
で
は
、
近
代
学
校
制
度
の
発
達
と
、
そ
れ
に
伴
う
家
族
や
地
域
社
会
、
労
働
市
場
と
の
関
係
性
の
変
容
に
つ
い
て
考
察
さ
れ
て
い
る
。
近
代
以
降
の
「
子
ど
も
」
と
い
う
概
念
の
誕
生
に
伴
っ
て
、
学
校
は
「
子
ど
も
」
を
保
護
し
、
教
育
す
る
施
設
と
い
う
性
格
を
有
す
る
よ
う
に
な
る
。
子
ど
も
が
学
校
で
過
ご
す
時
間
が
長
く
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
学
校
が
子
ど
も
の
社
会
化
に
果
た
す
役
割
は
大
き
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
著
者
は
、「
た
だ
、
子
ど
も
の
社
会
化
や
教
育
の
権
限
を
有
す
る
の
は
保
護
者
で
あ
る
」
（
四
三
頁
）
と
述
べ
る
。
保
護
者
に
は
、
一
義
的
に
責
任
を
果
た
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
以
上
、
育
児
や
教
育
に
関
す
る
情
報
を
手
に
入
れ
る
必
要
が
生
じ
る
、
と
し
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
一
方
で
、
予
期
的
社
会
化
に
必
要
な
情
報
量
及
び
資
源
の
提
供
は
、
保
護
者
に
よ
っ
て
差
が
あ
り
、
ま
た
、
家
族
が
自
立
し
た
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
な
存
在
で
あ
る
以
上
、
そ
の
選
択
は
個
々
の
家
族
の
問
題
と
み
な
さ
れ
る
、
と
近
代
以
降
の
学
校
・
家
族
関
係
を
捉
え
て
い
る
。
第
二
章
「
学
校
と
格
差
・
不
平
等
」
で
は
、
一
九
七
〇
年
代
後
半
以
降
、
財
政
難
の
も
と
で
多
く
の
産
業
国
が
直
面
し
た
公
教
育
関
連
の
問
題
点
が
整
理
さ
れ
て
い
る
。
現
代
に
お
い
て
、
民
主
的
平
等
の
理
念
を
支
え
る
最
後
の
砦
は
、
「
学
校
に
誰
で
も
ア
ク
セ
ス
で
き
る
こ
と
だ
け
」（
七
七
頁
）
で
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
。
中
等
教
育
ま
で
は
民
主
的
平
等
が
ほ
ぼ
達
成
さ
れ
て
い
る
一
方
、
問
題
と
な
る
の
は
高
等
教
育
へ
の
ア
ク
セ
ス
で
あ
る
。
階
層
と
教
育
の
関
係
を
示
し
た
Ｏ
Ｅ
Ｄ
ト
ラ
イ
ア
ン
グ
ル
か
ら
、
Ｏ
（
出
身
階
層
）
と
Ｅ
（
学
歴
）
は
あ
る
程
度
規
定
さ
れ
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、
高
い
学
歴
の
人
ほ
ど
高
所
得
家
庭
、
あ
る
い
は
、
高
い
文
化
的
背
景
を
も
つ
家
庭
で
育
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
教
育
は
「
平
等
」・「
不
平
等
」
と
い
う
矛
盾
を
内
包
し
て
お
り
、
民
主
的
平
等
の
達
成
が
困
難
で
あ
る
、
と
し
て
い
る
。
第
三
章
「
教
育
政
策
と
エ
ビ
デ
ン
ス
」
で
は
、
教
育
政
策
に
調
査
や
社
会
科
学
が
重
要
な
貢
献
を
果
た
し
て
き
た
ア
メ
リ
カ
の
事
例
を
紹
介
し
つ
つ
、
日
本
の
教
育
政
策
を
め
ぐ
る
議
論
で
欠
け
て
い
る
も
の
が
何
で
あ
る
か
考
察
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
い
う
エ
ビ
デ
ン
ス
と
は
、
主
と
し
て
多
く
の
ケ
ー
ス
を
集
め
た
統
計
的
な
デ
ー
タ
を
さ
す
。
し
か
し
、
教
育
現
場
に
お
い
て
、
エ
ビ
デ
ン
ス
に
無
条
件
に
従
っ
て
教
育
実
践
を
行
一
四
九
中
沢
渉
著
『
日
本
の
公
教
育
』
う
の
で
あ
れ
ば
、
教
師
は
「
単
な
る
教
育
マ
シ
ー
ン
」
と
化
し
、
そ
こ
に
は
専
門
性
や
力
量
は
関
係
な
く
な
っ
て
し
ま
う
と
い
う
、
エ
ビ
デ
ン
ス
の
限
界
に
つ
い
て
も
ふ
れ
ら
れ
て
い
る
。
第
四
章
「
教
育
の
社
会
的
貢
献
」
で
は
、
学
校
教
育
の
経
済
的
意
義
や
効
果
に
つ
い
て
議
論
さ
れ
て
い
る
。
教
育
の
経
済
的
意
義
は
、
主
張
と
し
て
も
っ
と
も
説
得
力
が
あ
り
、
研
究
の
進
ん
で
い
る
分
野
で
も
あ
る
、
と
し
て
お
り
、
本
章
で
は
特
に
高
等
教
育
（
大
学
）
進
学
の
効
用
を
、
正
味
現
在
価
値
（
Ｎ
Ｐ
Ｖ
）
法
に
基
づ
く
収
益
率
に
よ
っ
て
導
い
て
い
る
。
こ
の
収
益
率
に
つ
い
て
、
公
的
・
私
的
・
社
会
的
と
い
う
三
つ
の
側
面
か
ら
検
討
が
な
さ
れ
て
い
る
。
最
終
章
で
あ
る
第
五
章
「
教
育
に
で
き
る
こ
と
、
で
き
な
い
こ
と
」
で
は
、
よ
り
広
い
意
味
で
の
公
教
育
制
度
の
意
義
が
考
察
さ
れ
て
い
る
。
教
師
の
仕
事
は
無
限
的
範
囲
に
な
り
が
ち
で
、
さ
ら
に
繰
り
返
さ
れ
る
改
革
と
そ
れ
へ
の
対
応
、
会
議
の
増
加
な
ど
が
、
教
師
の
多
忙
化
に
拍
車
を
か
け
て
い
る
。
そ
の
事
例
と
し
て
は
「
部
活
動
の
問
題
」
が
挙
げ
ら
れ
る
。
教
育
に
で
き
る
こ
と
に
は
限
界
が
あ
り
、
教
育
へ
の
過
剰
な
期
待
は
、
公
教
育
へ
の
信
頼
を
損
ね
る
原
因
と
な
る
。
そ
こ
で
本
章
で
は
、
教
師
の
多
忙
化
へ
の
対
策
と
し
て
、
学
校
の
社
会
的
役
割
の
整
理
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
「
公
教
育
の
維
持
の
た
め
に
、
私
た
ち
が
で
き
る
こ
と
は
何
か
、
そ
の
た
め
の
ヒ
ン
ト
が
提
供
で
き
れ
ば
と
考
え
て
い
る
」（
ⅲ
頁
）
と
、
著
者
は
本
書
の
「
は
じ
め
に
」
を
結
ん
で
い
る
。
こ
の
点
に
著
者
の
姿
勢
が
一
言
で
ま
と
め
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
意
味
で
本
書
は
「
公
教
育
」
に
つ
い
て
、
多
角
的
な
視
点
を
元
に
記
さ
れ
た
一
冊
と
い
え
る
。
是
非
一
読
さ
れ
た
い
。
（
中
央
公
論
新
社
二
〇
一
八
年
三
月
新
書
版
二
六
一
頁
本
体
価
格
八
八
〇
円
）
一
五
〇
